
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
よ
る

「
公
正
な
満
足
」

と
し
て
の
宣
言
的
判
決
の
付
与
".-、、

一一...___.." 

は
じ
め
に

第
一
章
第
一
期
の
判
例
ご
九
七
二
年

i
一
九
八
一
年
)

第
一
節
合
理
的
な
期
間
内
に
裁
判
を
受
け
る
被
疑
者
の
権
利
の
佼

害
(
第
五
条
三
項
違
反
)
が
認
定
さ
れ
た
事
件

第
二
節
身
体
の
自
由
及
び
安
全
に
対
す
る
権
利
の
侵
害
(
第
五
条

一
項
違
反
)
が
認
定
さ
れ
た
事
件

第
一
一
一
節
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
の
侵
害
(
第
六
条
一
一
環
違
反
)

が
認
定
さ
れ
た
事
件

第
四
節
裁
判
に
お
い
て
無
料
で
通
訳
を
受
け
る
権
利
の
侵
害
(
第

六
条
一
一
一
一
環
丘
堤
反
)
が
認
定
さ
れ
た
事
件

第
五
節
私
生
活
及
び
家
族
生
活
が
尊
重
さ
れ
る
権
利
の
侵
害
(
第

八
条
違
反
)
が
認
定
さ
れ
た
事
件

第
六
節
小
括
(
以
上
、
「
筑
波
法
政
』
一
二

O
号
)

米

倉

由
美
子

第
二
章
第
二
期
の
判
例
(
一
九
八
二
年
|
一
九
九
一
年
)

第
一
節
身
体
の
自
由
及
び
安
全
に
対
す
る
権
利
の
侵
害
(
第
五
条

違
反
)
が
認
定
さ
れ
た
事
件

ー、

X
対
イ
ギ
リ
ス
事
件

2
、
〈

8
0
3
0
m
g可
O
申

nw対
ベ
ル
ギ
ー
事
件

3
、
母
匂

g
m
L∞m
w
C
Z
B
ロル

4
8
仏
g
wユロ
W
対
オ
ラ
ン
ダ
事

件

4
、

4
8品
2
2
g
C由
民
&
号
『
4忠
弘
吉
弘
酉
何
者
同
出
対
オ
ラ
ン
ダ

事
件

5
、
U
C山口

ya印
ロ
仏
ロ
ロ
一
以
内
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件

6
、

FEAZE
対
イ
タ
リ
ア
事
件
(
以
上
、
本
号
)

第
一
一
一
章
第
三
期
の
判
例
(
一
九
九
二
年
1

一
九
九
八
年
一

O
月一一二

臼
ま
で
)

お
わ
り
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
よ
る
「
公
正
な
満
足
」
と
し
て
の
宣
言
的
判
決
の
付
与
(
二
)
(
米
倉
)

J¥ 



筑
波
法
政
第
三
十
一
日
ザ
(
二

0
0

第
二
章

第
二
期
の
判
例
二
丸
八
二
年
l
一
九
九
一
年
)

本
章
で
は
、
第
二
期
の
判
例
を
扱
う
。
第
二
期
以
降
、
人
権
裁
判
所

に
付
託
さ
れ
る
事
件
の
数
が
急
増
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
第
五

O

条
に
関
す
る
判
決
の
数
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
期
以
降
の
判
例

数
の
急
増
と
い
う
点
に
鑑
み
、
違
反
を
認
定
さ
れ
た
条
文
ご
と
に
年
代

順
に
判
例
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は
、
夜
近
の
判
例
が
先
例

と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
た
め
事
例
を
比
較
し
や
す
い
と
い
う
点
、
及

び
人
権
裁
判
所
の
判
断
の
変
化
が
見
て
と
り
や
す
い
と
い
う
点
で
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

第
一
節
身
体
の
自
由
及
び
安
全
に
対
す
る
権
利
の
侵
害
(
第
五
条

違
反
)
が
認
定
さ
れ
た
事
件

ー、

X
対
イ
ギ
リ
ス
事
件

(
条
約
違
反
の
認
定
の
み
で
ト
分
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
)

也
事
件
の
概
要

イ
ギ
リ
ス
国
民
X
は
精
神
病
患
者
で
あ
る
。

X
は
一
九
六
八
年
に
傷

害
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
、
刑
事
事
件
を
起
こ
す
虞
の
あ
る
精
神
病
患

者
の
拘
禁
に
つ
い
て
規
律
す
る
一
九
五
九
年
法
(
以
下
、

4

九
五
九
年

法
)
に
恭
づ
き

B
精
神
病
院
へ
の
強
制
入
院
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
品
九

人
匹i

七
A

年
に
仮
釈
放
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

A

九
七
四
年
四
月
に

X
が
鈴
乱

状
態
に
あ
り
危
険
で
あ
る
と
の

X
の
妥
か
ら
の
連
絡
に
基
づ
き
一
九
五

九
年
法
上
の
手
続
が
と
ら
れ
、

X
は
警
察
に
よ
り
一
日
間
拘
禁
さ
れ
た

後
B
病
院
に
再
入
院
さ
せ
ら
れ
た
c
X
は
た
だ
ち
に
、
弁
護
士
に
対
し

自
己
の
代
理
人
と
し
て
人
身
保
護
令
状
を
請
求
す
る
よ
う
指
示
し
、
手

続
が
と
ら
れ
た
が
、
結
局
、
こ
の
請
求
は
却
下
さ
れ
た
。

一
九
七
四
年
七
月
一
間
日
に

X
は
人
権
委
員
会
に
対
し
て
、
①
再
入

院
命
令
に
正
当
な
理
由
が
な
い
こ
と
、
②
品
種
目
祭
に
よ
る
拘
禁
の
理
由
を

迅
速
に
告
げ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
③
こ
れ
ら
に
つ
い
て
治
局
に
申
立

を
提
起
す
る
実
効
的
手
段
が
な
か
っ
た
こ
と
、
に
つ
い
て
条
約
違
反
が

あ
る
と
申
し
立
て
た
。
一
九
七
九
年
に

X
は
死
亡
し
た
が
、

X
の
遺
族

の
希
望
に
よ
り
、
ま
た
一
般
的
利
益
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
た
た
め
、

手
続
は
縦
続
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
本
件
は
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
人
権

裁
判
所
に
付
託
さ
れ
、
同
裁
判
所
は
…
九
八
一
年
一
一
月
五
日
、
次
の

よ
う
な
判
決
を
下
し
た
。

X
の
再
入
院
命
令
の
根
拠
と
な
っ
た
医
学
的

判
断
は
客
観
的
で
あ
り
信
頼
性
が
あ
る
の
で
第
五
条
一
項
違
反
は
存
在

し
な
い
(
全
員
一
致
)
C
X
は
再
入
院
と
い
う
継
続
的
な
E

身
体
の
拘
束

を
受
け
た
c

こ
の
よ
う
な
本
件
の
事
情
に
お
い
て
は
、

X
が
提
起
し
た

人
身
保
護
令
状
手
続
中
の
裁
判
所
に
よ
る
J

表
資
は
、
第
五
条
問
項
に
規

定
さ
れ
て
い
る
権
利
を
保
障
し
て
い
な
い
の
で
、
第
五
条
四
項
違
反
が

存
在
す
る
(
全
員
一
致
)
。
第
瓦

O
条
に
開
附
し
て
は
、
条
約
違
反
が
認

定
さ
れ
た
場
合
に
は
公
正
な
満
足
と
し
て
金
銭
賠
償
と
法
改
正
三
九



五
九
年
法
の
改
正
)
を
求
め
る
つ
も
り
で
あ
る
と
の
意
思
が
申
立
人
側

か
ら
一
ぶ
さ
れ
て
い
た
が
、
政
府
側
は
態
度
を
保
留
し
た
た
め
、
当
該
問

題
は
決
定
段
階
に
な
い
の
で
留
保
す
る
(
全
員
‘
致
)
ニ

@
第
五

O
条
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断

-
九
八
二
年
一

O
H竺
八
日
、
人
権
裁
判
所
は
次
の
よ
う
な
判
決
を

下
し
た
む

X
の
代
理
人
に
よ
る
第
五

O
条
に
関
す
る
主
張
は
「
出
・
0
一
人
の
財
産

と
そ
の
受
益
符
の
た
め
に
(
。
ロ
宮
宮
山
町
三
任
申
者
同
}
ロ

S
旦唱由

g
g
g

出
口
弘
次
回
ぴ

g巾
m
a
m
ユ2
こ
な
さ
れ
て
お
り
、
「
故
人
に
帰
属
す
る
公

正
な
満
足
の
請
求
は
、
当
該
政
人
の
利
縫
の
た
め
に
作
統
す
る
(
陣

門
戸
色
白
向
。
吋
吉
田
仲
田
白
色
町

p
n
E
8
4
2什
昆

岩

田

島

市

口

市

同

国

主

℃

2
由
。

m

g
唱

2
2可
申
沙
司
任
。
宮
口
抽
出
件
。
内

V
2
2
g
g
)
」
と
い
う
前
提
に

蒸
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
前
提
は
少
な
く
と
も
物
質
的
強
寄
及
び

訴
訟
費
削
川
に
関
し
て
は
か
ー
で
は
ま
る
が
、
本
件
の
文
脈
に
お
い
て
、

X

の
遺
旅
は
、
自
ら
の
権
利
が
れ
似
帝
訂
さ
れ
た
と
は
主
張
し
て
お
ら
ず
、

X

が
被
っ
た
精
神
的
苦
痛
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
求
め
て
い
る
c

し
か
し
、

本
件
に
お
い
て
第
五
条
問
項
違
反
を
認
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
人
身
保
護

手
続
の
不
十
分
さ
と
、

X
が
被
っ
た
と
主
張
さ
れ
る
精
神
的
苦
痛
と
の

問
に
は
、
同
果
関
係
が
存
在
し
な
い
。
似
に

X
が
中
I
該
什
i
H
泌
を
被
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
本
件
に
は

X
の
死
亡
と
い
う
特
別
の
事
情
が
あ
り
、

将
政
精
神
的
合
痛
は
ま
っ
た
く
一
身
専
属
的
な
竹
一
校
五
吉

g
q
宮
司
'

E
口
問
岡
山
口
忠
信
号
)
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

X
の
遺
族
に
は
関
係
が
な
い

よ
っ
て
、
精
神
的
苦
痛
に
対
す
る
金
銭
賠
償
を
与
え
る
必
要
は
な
い
(
六

二日

対
一
)

3

法
改
正
に
つ
い
て
は
、
関
係
法
律
の
改
正
案
が
談
会
で
審
議
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
な
の
で
こ
の
改
正
が
完
了
す
れ
ば
、
条
約
違
反
を
認
定
さ

れ
た
凶
内
法
上
の
欠
陥
が
是
正
さ
れ
る
、
と
政
府
側
は
主
張
し
た
が
、

人
権
裁
判
所
は
、
「
当
該
法
律
改
正
案
に
留
意
す
る
と
述
べ
る
に
留
ま

る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
」
と
述
べ
、

X
側
の
請
求
を
却
下
し

た
。
訴
訟
焚
市
に
つ
い
て
は
、
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
手
続
の
費
用
に
関
し

て
は
、

X
の
遺
族
と
政
府
と
の
合
意
に
正
式
の
留
意
を
去
し
(
全
員
一

2
 

致
)
、
脳
内
手
続
の
費
用
に
関
し
て
は
、
政
府
が
了
ゐ
ゐ
一
四
ポ
ン
ド
を
支

払
う
も
の
と
し
た
(
九
七
川
氏
一
孜
)
。

品
川
〉
考
察
ま
ず
本
件
は
、
本
出
来
判
決
に
お
い
て
条
約
違
反
を
認
定
さ
れ
た
以
凶

と
な
っ
た
法
律
の
改
正
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
が
公
正
な
満
足
の
判
断

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
と
い
う
点
に
、
示
唆
を
与
え
る
事
例

で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
人
権
裁
判
所
が
れ
ら
イ
ギ
リ
ス
対
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
が
件
及
び
冨
釦
目
安
事
件
を
引
用
し
て
い
る
通
り
、
従
来
の
判
例
を

断
製
し
た
も
の
で
あ
る
と
誌
え
る
つ
す
な
わ
ち
、
小
な
人
側
聞
は
中
i
説
法

作
の
改
正
を
人
総
裁
判
所
が
命
じ
る
こ
と
れ
体
を
「
公
正
な
満
足
」
と

し
て
請
求
し
た
が
、
人
権
放
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
命
令
を
出
す
権
限

が
な
い
と
い
、
っ
し
り
一
場
を
と
っ
た
も
の
と
解
ぜ
ら
れ
る
ひ

ま
た
、

X
が
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
子
続
の
係
続
中
に
死
亡
し
た
と
い
う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
よ
る
「
公
正
な
満
け
主
と
し
て
の
穴
J
的
判
決
の
付
与
で
-
)
(
米
合
)

J¥ 
h 



筑
波
法
政
第
三
十
・
号
(
二

O
O

事
情
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
身
体
拘
束
の
合
法
性
を
裁
判
所

の
審
査
に
付
す
と
い
う
子
段
が
実
効
的
に
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
被
っ
た
精
神
的
苦
痛
は
、
一
身
専
属
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認

さ

れ

た

。

，

2
、
〈
白
岡
H
u
g
o
m
gぴ
吉
田
口
町
対
ベ
ル
ギ
ー
事
件

(
金
銭
賠
償
が
付
与
さ
れ
た
事
例
)

伊
豆
存
の
概
要

本
件
申
立
人
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
国
民
ぐ
田
口

U
5
0
m
g可
g
n
w
(以

下、

V
D
)
は
、
一
九
七

O
年
七
月
・
一
九
日
に
ブ
リ
ュ
!
ジ
ュ
刑
事
裁

判
所
に
お
い
て
、
強
盗
の
か
ど
で
有
罪
判
決
を
受
け
、
二
年
間
の
拘
禁

澗
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
ま
た
向
裁
判
所
は
、

V
D
が
再
犯
者
で
あ
る
こ

と
(
一
九
六
八
年
に
強
盗
罪
で
有
罪
判
決
を
下
さ
れ
て
い
る
)
に
留
意

し
、
再
犯
者
の
処
遇
に
関
し
て
規
律
す
る
一
九
六
四
年
七
月
一
日
の
社

会
的
保
護
法
(
以
下
、
社
会
的
保
護
法
)
に
基
づ
き
、

V
D
を

J
0年

間
、
政
府
の
監
督
処
分
の
下
に
置
く
と
い
う
命
令
を
下
し
た
。
こ
れ
に

対
し
、

V
D
と
検
察
側
の
双
方
が
控
訴
し
た
が
、
ゲ
ン
ト
控
訴
院
は
、

一
九
七

O
年
一

O
月
二

O
U、
原
審
判
決
及
び
命
令
を
支
持
し
た
。

V

D
は
、
こ
の
控
訴
審
判
決
を
不
服
と
し
て
破
棄
院
に

k
訴
し
た
が
、

九
七
一
年
一
月
一
九
日
に
棄
却
さ
れ
た
。

拘
禁
刑
を
一
九
七
二
年
六
月
に
終
え
た

V
D
は
、
監
督
処
分
命
令
に

基
づ
き
、
矯
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
っ
て
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
た
が
、

」ー、
L

、

~

F

/

ψ

ノ

失
綜
を
繰
り
返
し
、
そ
の
疫
に
窃
盗
等
の
か
ど
で
警
祭
に
よ
り
逮
捕
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
司
法
大
庄
は
…
九
七
五
年
九
月
、

V
D
の
再
犯
の
虞
を
理
由
に
、
拘
禁
手
続
を
と
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
決
定
を
聞
き
、

V
D
は
再
び
失
綜
し
た
が
、
一
九
七
六
年
一
月
-
一

一
日
に
警
察
に
出
頭
し
、
そ
の
ま
ま
拘
禁
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
同
年
三

月
に

V
D
は
、
再
犯
者
処
遇
委
員
会
(
見

R
E守
2
g
w
g昆
)
に
対

し
、
前
の
九
月
の
司
法
大
陸
決
定
に
基
づ
く
処
分
の
再
審
査
を
求
め
た

が
、
同
委
員
会
は

V
D
の
釈
放
を
認
め
な
か
っ
た
こ
れ
を
不
服
と
し

て
V
D
は
、
一
九
七
六
年
五
月
、
ゲ
ン
ト
控
訴
院
に
市
長
を
提
起
し
た

が
、
却
下
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
破
棄
院
に
も
上
訴
し
た
が
、
退
け
ら
れ

た
。
結
局
、
一
九
七
七
年
五
月
の
再
犯
者
処
遇
委
員
会
の
審
査
に
基
づ

く
司
法
大
臣
の
決
定
に
よ
り
、

V
D
は
同
年
六
月
一
日
に
、
条
件
付
き

で
釈
放
さ
れ
た
が
、
そ
の
成
後
に

V
D
は
失
綜
し
た
3

同
年
九
月
、

v

D
は
窃
盗
の
か
ど
で
逮
捕
さ
れ
、
ゴ
一
月
一
二
日
に
再
犯
者
収
谷
施
設

に
収
監
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
九
年
九
月
に
、

V
D
は
社
会
的
保

護
法
第
一
一
六
節
に
基
づ
き
ゲ
ン
ト
控
訴
院
検
事
長
に
釈
放
を
求
め
る
申

立
を
提
起
し
、
審
査
の
結
果
、
政
府
の
監
督
処
分
か
ら
外
す
こ
と
が
認

め
ら
れ
、
一
九
八

O
年
一
一
一
月
一
八
日
に

V
D
は
釈
放
さ
れ
た
。

V
D
は
、
一
九
七
四
年
に
人
権
委
員
会
に
対
し
、
条
約
第
四
条
(
強

制
労
働
の
禁
止
)
、
第
五
条
一
項
、
第
五
条
四
項
等
の
違
反
を
申
し
立

て
た
が
、
こ
れ
は
閣
内
的
救
済
手
段
を
尽
く
し
て
い
な
い
と
し
て
受
理

不
可
能
と
さ
れ
た
。

V
D
は
一
九
七
七
年
四
月
に
再
度
、
人
権
委
員
会



に
向
様
の
申
b

止
を
提
起
し
、
こ
れ
は
受
理
さ
れ
、
問
委
員
会
は
一
九
八

O
年
七
月
九
日
の
報
告
書
に
お
い
て
、
第
五
条
問
項
違
反
の
み
を
認
定

し
た
。
本
件
は
そ
の
後
、
人
権
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
、
同
裁
判
所
(
大

法
廷
)
は
一
九
八
二
年
六
月
二
回
目
、
次
の
よ
う
な
判
決
を
下
し
た
。

V
D
の
申
立
に
基
づ
き
、
人
権
裁
判
所
が
考
慮
の
対
象
と
す
る
拘
禁

は
、
一
九
七
六
年
一
月
一
一
一
日
か
ら
一
九
七
七
年
六
月
一
日
ま
で
の
拘

禁
と
、

A

九
七
七
年
一
二
月
一
一
一
日
か
ら
一
九
八

O
年
一
二
月
一
八
日
ま

で
の
拘
禁
で
あ
り
、
こ
れ
ら
二
つ
の
拘
禁
の
根
拠
は
、
直
接
的
に
は
司

法
大
臣
決
定
で
あ
る
が
、
社
会
的
保
護
法
の
規
定
に
よ
れ
ば
当
該
決
定

は
裁
判
所
の
判
決
と
不
可
分
で
あ
り
、
本
件
に
お
け
る

V
D
の
自
由
の

剥
奪
と
ゲ
ン
ト
控
訴
院
の
一
九
七

O
年
一

O
月・‘

O
U判
決
と
の
問
に

は
十
分
な
述
関
が
あ
る
の
で
、
第
五
条
一
項
違
反
は
存
在
し
な
い
(
全

員
一
致
)
。
本
件
に
お
い
て
条
約
第
五
条
問
項
の
姿
件
を
満
た
す
た
め

に
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
裁
判
所
が

V
D
の
申
立
に
基
づ
き
、
お
b

-

つ
の
拘

禁
が
合
法
的
で
あ
る
と
い
う
理
由
が
な
お
存
在
す
る
か
否
か
に
つ
い
て

迅
速
に
決
定
し
う
る
手
続
の
存
在
が
必
婆
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
「
再
犯

者
処
遇
委
員
会
」
は
第
五
条
問
項
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
「
裁
判
所
」

に
該
当
し
な
い
。
政
府
側
は
、

V
D
が
利
用
し
得
た
手
続
を
い
く
つ
か

挙
げ
た
が
(
ゲ
ン
ト
控
訴
院
へ
の
釈
放
諮
求
ゃ
、
急
速
審
理
裁
判
官

(
」
ロ
哲
仏

2
芯
宗
門
叩
明
)
へ
の
申
立
提
起
な
ど
て
そ
れ
ら
の
手
続
は
い

ず
れ
も
、
拘
禁
期
間
の
短
縮
や
拘
禁
の
物
定
的
停
止
と
い
っ
た
効
果
し

か
導
き
出
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
拘
禁
の
合
法
性
そ
の
も
の
を
審
貸
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
ベ
ル
ギ
ー
国
内
に
お
い
て
確

立
し
た
手
段
で
は
な
く
実
行
が
一
定
し
て
い
な
い
点
で
、
利
用
可
能
性

が
あ
る
と
は
詩
え
な
い
。
さ
ら
に
、
と
り
わ
け
ゲ
ン
ト
控
訴
院
へ
の
釈

放
請
求
は
、
い
っ
た
ん
提
起
す
る
と
、
そ
の
後
三
年
(
場
合
に
よ
っ
て

は
五
年
)
を
総
過
し
な
い
と
再
度
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
お
り
(
社
会
的
保
護
法
第
二
六
節
)
、
迅
速
な
手
続
と
は
い
え

な
い
G

し
た
が
っ
て
、
第
五
条
問
項
違
反
が
存
在
す
る
(
全
員
一
致
)
。

人
権
裁
判
所
に
お
け
る
審
理
に
お
い
て
、

V
D
の
代
理
人
は
第
五

O

条
に
関
し
て
、
条
約
違
反
が
認
定
さ
れ
れ
ば
公
正
な
満
足
を
請
求
す
る

と
述
べ
て
い
た
が
、
政
府
側
は
見
解
を
山
一
小
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
当

該
問
怒
は
決
定
段
階
に
な
い
の
で
留
保
し
、
本
件
を
小
法
廷
に
差
し
一
民

す
こ
と
を
決
定
す
る
。

②
第
一
h
O条
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断

一
九
八
三
年
四
月
占
一
五
日
、
人
権
裁
判
所
(
小
法
活
)
は
次
の
よ
う

な
判
決
を
下
し
た
。

V
D
は
、
第
五
条
問
項
に
違
反
す
る
状
況
下
で
拘
禁
さ
れ
て
い
た
と

主
張
す
る
期
間
を
叫
八
九
九
日
間
と
算
出
し
、
物
質
的
及
び
精
神
的
損

官
官
に
対
す
る
賠
償
と
し
て
二
け
あ
た
り
六
千
ベ
ル
ギ
ー
フ
ラ
ン
の
金
銭

賠
償
を
請
求
し
た
。
し
か
し
、
本
案
判
決
に
関
係
す
る
拘
禁
期
間
は
第

五
条
4

現
に
違
反
し
て
お
ら
ず
、
認
定
さ
れ
た
第
五
条
問
項
違
反
は
、

拘
禁
の
合
法
性
を
問
、
つ
た
め
の
手
続
を
と
る
権
利
の
欠
仰
に
起
回
附
す
る

も
の
で
は
な
い
。
当
一
一
政
権
利
を
有
し
て
い
れ
ば

V
D
が
も
っ
と
早
く
釈

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
よ
る
「
公
正
な
満
足
」
と
し
て
の
山
口
一
治
的
判
決
の
付
与
つ
‘
)
(
米
合
)

ノl、
七



筑
波
法
政
治
三
十
一
ひ
(
二

0
0

紋
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
も
の
は
何
も
な
い
の
で
、
物
質
的
綴
得

に
閲
す
る
主
張
は
却
下
さ
れ
る
u

一
方
、
精
神
的
損
得
に
つ
い
て
は
、

V
り
は
、
中
l
j
d
権
利
の
欠
如
に
よ
っ
て
、
条
約
浅
い
以
を
認
定
し
た
判
決

の
み
に
よ
っ
て
は
償
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
の
精
神
的
獄
中
佼
を
、
被
っ
た
で

あ
ろ
う
と
与
え
ら
れ
る
コ
よ
っ
て
、
条
約
第
五
条
五
項
に
競
み
て
、

V

D
に
公
正
な
満
足
を
付
与
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
金
額
は
、
公
正
に
芯

づ
き
、
金
額
は
占

afH
ベ
ル
ギ
ー
フ
ラ
ン
と
す
る
(
全
員
一
致
)
。
(
な

お、

1
D
の
代
理
人
に
よ
り
訴
訟
費
削
川
も
請
求
さ
れ
て
い
た
が
、
全
て

却
下
さ
れ
た
ο
)

@
考
察
本
件
に
お
い
て
は
精
神
的
損
得
に
対
す
る
金
銭
賠
償
が
与
え
ら
れ
た
ひ

し
か
し
、
第
一
九
条
問
項
違
反
と
精
神
的
損
容
と
の
凶
果
関
係
に
つ
い
て
、

第
五

O
条
判
決
の
文
信
託
上
は
そ
れ
ほ
ど
問
問
機
に
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、

X
対
イ
ギ
リ
ス
事
件
の
第
五

O
条
判
決
を
参
照
さ
せ
る
形
と
な
っ
て
い

る
こ
本
一
般
で
も
す
で
に
み
た
と
お
り
、
当
該
事
件
は
申
恋
人

X
の
死
亡

と
い
う
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
第
五
条
問
項
違
反
に
よ
っ
て

X
が
被
っ

た
精
神
的
納
得
に
対
す
る
金
銭
賠
償
の
請
求
を

X
の
遺
族
が
行
っ
た
た

め
に
、
中
t
談
請
求
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
っ
こ
の
点
に
鑑
み
る
と
、
本

件
に
お
い
て
は
精
神
的
損
害
の

V
D
へ
の
帰
属
は
明
確
な
の
で
あ
ろ
う

が
、
そ
れ
だ
け
で
金
銭
賠
償
の
付
与
に
至
る
卜
分
な
理
由
と
一
一
首
え
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
想
起
さ
れ
る
の
が
、
本
件
の
本
案
判
決

が
大
法
珪
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
小
法
廷
か
ら
大
法

J¥. 
J¥. 

廷
に
符
轄
権
が
移
譲
さ
れ
る
の
は
、
お
も
に
条
約
の
解
釈
や
先
例
に
関

町一

す
る
添
加
大
な
附
題
が
発
ル
ー
す
る
場
合
等
で
あ
る
が
、
本
件
に
お
い
て
は
、

第
五
条
内
墳
の
保
際
範
閲
に
問
附
す
る
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

z
 

大
法
廷
で
の
議
開
に
導
い
た
。
つ
ま
り
、
第
五
条
開
成
に
規
定
さ
れ
て

い
る
、
拘
禁
の
合
法
性
の
審
止
符
を
求
め
る
手
続
を
と
る
権
利
の
範
凶
を

明
絡
に
す
る
よ
う
、
人
権
裁
判
所
は
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
本

案
判
決
は
、
そ
れ
ま
で
保
障
さ
れ
て
い
る
か
行
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
部
分
(
す
な
わ
ち
、
ぬ
罪
判
決
に
恭
づ
え
刑
期
を
終
え
た
者

を
市
内
犯
の
虞
が
あ
る
こ
と
を
削
崎
市
に
拘
禁
す
る
場
合
、
当
該
拘
禁
の
合

法
性
が
な
お
作
在
し
て
い
る
か
清
か
に
つ
い
て
、
合
現
的
な
間
隔
で
(
忠

5
2
8与
ぽ
ぽ
仲
間
当
包
)
裁
判
所
の
審
理
を
求
め
る
権
利
が
、
被
拘
禁

者
に
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
J

及
び
、
そ
の
よ
う
な
権
利
の
行
使
は
実

国

効
的
か
つ
迅
速
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
)
が
保
障
範
囲
に

人
泊
ま
れ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
と
一
立
問
え
よ
う
。
本
案
判
決
に
お
け
る
こ

の
判
断
が
、
第
五

O
条
判
決
に
お
け
る
精
神
的
損
容
に
対
す
る
金
銭
賠

償
の
付
与
と
い
う
決
定
に
有
利
に
働
い
た
と
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
ろ
う
c

3
、
向
山
恒
匂

g
m
L
W白
C
2
8【同
i

司
自
営
ロ
凶
H

・5
w
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件

(
金
銭
賠
償
が
付
与
さ
れ
た
事
例
)

①
事
件
の
概
要

本
件
は
オ
ラ
ン
ダ
の
条
約
違
反
を
訴
え
る
、
人
権
委
員
会
へ
の
一
一
A

つ



の
申
立
に
端
を
発
す
る
。
本
件
は
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
人
権
裁
判
所

に
付
託
さ
れ
、
同
裁
判
所
は
一
九
八
四
年
五
月
一
一
二
日
に
判
決
を
下
L

-
訂
』
た。
本
件
申
立
人
で
あ
る
三
名
主
?
同

c
p
m
L
z
t
F
4
8
eロ
切
ユ
ロ
W
)

は
そ
れ
ぞ
れ
オ
ラ
ン
ダ
空
箪
の
兵
役
に
徴
集
さ
れ
た
後
、

rl『O
ロ
m
と

回向

taは
良
心
的
兵
役
拒
否
者
と
し
て
の
自
己
の
信
念
に
基
づ
き
、

4
8
含
ロ
切
払
一
品
の
場
合
は
当
該
信
念
に
基
づ
か
ず
単
に
、
箪
の
命
令

に
従
う
こ
と
を
拒
否
し
た
た
め
、
軍
事
刑
法
(
富
民

gqpwpMH目
。
。
偽
申
)

違
反
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
。
各
人
は
逮
捕
後
、
軍
紀
に
規
定
さ
れ
て

い
る
手
続
に
基
づ
い
て
、
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
聞
に
、
箪
傍
聴
官

(
自
訟
窓
口
マ

g忌
S
E
仁
よ
り
意
見
聴
取
さ
れ
た
。
政
府
側
は
、
こ

の
箪
傍
聴
官
が
条
約
第
五
条
一
一
一
項
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
司
法
権
を
行
使

す
る
こ
と
が
法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
官
憲
」
に
あ
た
る
と
主

張
し
た
G

し
か
し
人
権
裁
判
所
は
こ
れ
を
退
け
、
箪
傍
聴
官
は
釈
放
を

命
じ
る
権
限
を
有
し
て
い
な
い
た
め
、
第
五
条
一
一
一
項
に
よ
り
求
め
ら
れ

{
鑓
伊

て
い
る
手
続
的
保
障
を
与
え
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。
結
局
、
本
件
に

お
い
て
は
、

r
r認
が
七
日
間
、

ω知
出
$
が
二
日
間
、

4
8
Pロ

切吋仲間
W
が
六
日
間
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
後
、
箪
法
裁
判
所
(
忍
法
S
号

。
o
g邑
に
送
致
さ
れ
た
。
母
向
。
ロ
m
と
回
忌
$
は
、
箪
法
裁
判
所
に

事
件
が
送
致
さ
れ
た
日
に
釈
放
さ
れ
た
。
本
件
の
事
情
、
と
り
わ
け
箪

隊
運
営
に
お
け
る
緊
急
性
(
島
市
匂

gmと
回
&
$
が
属
し
て
い
た
部

隊
は
近
々
、
関
連
平
和
維
持
活
動
へ
の
参
加
の
た
め
レ
バ
ノ
ン
に
派
遣

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
部
隊
の
規
律
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ

耳
切
と
)
に
考
慮
を
払
う
と
し
て
も
、
当
該
拘
禁
期
間
は
第
五
条
三
項
に
よ

り
求
め
ら
れ
て
い
る
「
迅
速
さ
」
と
合
致
し
な
い
。

4
8
内同

8
回
丘
一
号

の
場
合
に
は
、
彼
が
逮
捕
さ
れ
て
か
ら
軍
法
裁
判
所
に
送
致
さ
れ
る
ま

で
六
日
が
経
過
し
て
お
り
、
こ
れ
は
第
五
条
一
一
一
項
に
よ
り
規
定
さ
れ
て

い
る
限
度
を
超
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
五
条
三
項
違
反
が
存
在

戸
掛
}

す
る
(
全
員
一
致
)
。

政
府
側
の
主
張
に
よ
る
と
、
軍
法
裁
判
所
へ
の
送
致
前
の
拘
禁
中
に

利
用
で
き
る
救
済
手
段
は
、
箪
事
刑
法
第
一
一
一
四
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、

同
条
に
よ
れ
ば
、
当
該
救
済
手
段
は
、
軍
法
裁
判
所
に
対
し
て
、
送
致

の
可
否
又
は
拘
禁
の
終
了
の
い
ず
れ
か
の
決
定
を
指
揮
官
が
行
う
期
限

を
定
め
る
よ
う
申
し
立
て
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
当
該

申
立
は
、
逮
捕
後
二
週
間
経
っ
て
か
ら
で
な
い
と
提
起
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
被
拘
禁
者
は
「
迅
速
な
」
決
定
を
得
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
本
件
に
お
い
て
、
箪
法
裁
判
所
へ
の
送
致
前
の
拘
禁
期
間
は
、
骨

骨
口
問
が
七
日
、

wmtsが
二
日
、

4
8
rロ
回
5
M
W
が
六
日
で
あ
っ

た
か
ら
、
こ
の
申
立
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
救
済
手
段
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
期
間
、
裁
判
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
欠
如

し
て
い
る
こ
勺
ば
、
本
件
に
お
け
る
各
市
立
入
か
ら
、
自
ら
の
拘
禁
の

合
法
性
の
「
迅
速
な
」
審
査
を
得
る
た
め
に
裁
判
所
へ
の
訴
え
を
提
起

す
る
権
利
を
奪
っ
た
に
等
し
い
。
よ
っ
て
、
第
五
条
四
項
違
反
が
存
在

内
語
句

す
る
(
全
国
民
一
致
)
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
よ
る
「
公
正
な
満
足
」
と
し
て
の
宣
言
的
判
決
の
付
与
(
一
乙
(
米
倉
)

一
八
九



筑
波
法
政
第
二
一
L
I

一
号
(
二

0
0

①
第
五

O
条
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断

ご
一
人
の
・
申
立
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
人
権
裁
判
所
が
第
五
条
違
反
で
あ
る

と
判
断
す
る
拘
禁
一
日
あ
た
り
百
ギ
ル
ダ
ー
の
金
銭
賠
償
を
公
正
な
満

足
と
し
て
請
求
し
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
政
府
側
は
、
骨
』
。
ロ
ぬ
と
国
包
g

い
包
の
議
求
に
応
じ
る
と
の
意
思
を
示
し
て
い
た
が
、
ぐ
知
ロ
島
市
ロ
切
江
口
}
同

に
関
し
て
は
、
有
罪
判
決
で
確
定
し
た
拘
禁
刑
の
刑
期
か
ら
「
違
法
な

拘
禁
」
期
間
が
ぶ
し
引
か
れ
て
い
る
の
で
金
銭
賠
償
を
与
え
る
必
要
は

お
日

な
い
と
の
伝
場
を
示
し
た
。
人
権
裁
判
所
は
、
本
案
判
決
と
問
一
の
判

決
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
条
約
第
五
条
二
一
項
及
び
同
条
問

項
迷
反
が
存
荘
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
申
立
人
が
よ
り
平
く
釈
放
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
少
な
く
と
も
、
申
立
人
は
二
一
人

と
も
、
自
ら
の
拘
禁
に
つ
い
て
「
混
迷
な
」
司
法
的
統
制
を
加
え
る
機

会
を
喪
失
し
て
い
た
。
よ
っ
て
、
申
立
人
は
第
瓦
条
一
二
項
及
び
同
条
問

項
上
の
保
障
を
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
条
約
違
反
の
認
定

に
よ
っ
て
は
さ
担

HHPロ
切
江
口
W

に
関
し
て
は
、
刑
期
へ
の
算
入
に
よ
っ

て
も
)
俄
わ
れ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
精
神
的
損
容
を
被
っ
て
い
た
と
言
え

る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
と
、
申
立
人
の
議
求
金
額
が
適
度
で
あ
る
こ
と

に
鑑
み
て
、
各
市
立
人
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
二
百
ギ
ル
ダ
ー
を
公
正

一
Mm

な
満
足
と
し
て
付
与
す
る
(
全
員
一
致
)
。

①
考
祭
本
件
に
お
い
て
は
、
精
神
的
損
害
に
対
し
て
金
銭
賠
償
が
与
え
ら
れ

た
。
し
か
し
、
判
決
の
文
J

言
上
、
ど
の
程
度
の
精
神
的
損
市
耳
目
だ
っ
た
か

JL 
O 

に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
晋
向
。
ロ
m
と

H
U
u
a
に
つ
い
て
は
「
条
約
違
反
の
認
定
に
よ
っ
て
は
償
わ
れ
き
れ

な
い
ほ
ど
の
」
精
神
的
損
害
を
、

S
口
角
凶
巾
ロ
∞
江
口
}
同
に
関
し
て
は
「
刑

期
へ
の
算
入
に
よ
っ
て
も
償
わ
れ
き
れ
な
い
ほ
ど
の
」
精
神
的
損
害
を

被
っ
た
、
と
し
か
言
及
が
な
い
。
こ
れ
は
、
同
じ
く
精
神
的
損
害
に
対

し
て
金
銭
賠
償
が
与
え
ら
れ
た
担
ロ
哲

5
8事
件
や

k
r
E
S
事
件
に

お
け
る
精
神
的
損
害
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
と
、
対
照
的
で
あ
る
o

mEmmぽ
g
事
件
に
お
い
て
は
、
第
五
条
一
一
一
項
違
反
を
認
定
さ
れ
た
ん
口

県
的
期
間
を
超
過
し
た
勾
印
聞
は
田
口
哲
山
田
市
ロ
に
と
っ
て
「
重
大
な
不

正
義
」
で
あ
り
、
彼
に
と
っ
て
「
辛
い
も
の
で
あ
っ
た
」
と
人
権
裁
判

所
は
述
べ
て
い
る
。

k
p
ユ
ル
円
。
事
件
に
お
い
て
は
、
第
六
条
て
項
違
反

(
実
効
的
な
法
的
扶
助
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
)
に
よ
っ
て
〉
ヤ

t
g
は
「
孤
独
、
混
乱
、
無
視
と
い
う
苦
悩
」
を
被
っ
た
、
と
述
べ
ら

あ

れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
兵
体
的
記
述
と
比
べ
る
と
、
本
件
に
お
い
て
申
立
人
が

被
っ
た
精
神
的
損
害
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、
非
常
に
漠
然
と
し

か
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
で
は
、
本
件
に
お
い
て
金
銭
賠
償
に
導
い
た

要
悶
は
他
に
あ
る
の
か
。
こ
れ
に
関
し
て
想
起
さ
れ
る
の
が
、
申
立
人

側
の
請
求
額
の
低
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
人
の
・
申
立
人
が
そ
れ
ぞ

れ
議
求
し
て
い
た
の
は
、
人
権
裁
判
所
が
第
五
条
途
反
で
あ
る
と
判
断

す
る
拘
禁
一
日
あ
た
り
百
オ
ラ
ン
ダ
・
ギ
ル
ダ
ー
で
あ
り
、
ご
く
低
額

で
あ
る
。
こ
の
議
求
額
の
い
わ
ば
「
控
え
め
な
」
態
度
も
、
金
銭
賠
償



一
市
川
}

が
認
め
ら
れ
る
た
め
の
要
因
の
一
っ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

4
、

g出
向
山
恒
『
∞

E
C曲
目
巳
骨

3
0
5
8仏
国
高
官
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件

(
金
銭
賠
償
が
付
与
さ
れ
た
事
例
)

①
事
件
の
概
要

本
件
は
オ
ラ
ン
ダ
の
条
約
違
反
を
訴
え
る
、
人
権
委
員
会
へ
の
一
一
-
つ

の
申
立
に
端
を
発
す
る
。
本
件
は
人
権
委
員
会
に
よ
っ
て
人
権
裁
判
所

に
送
致
さ
れ
、
同
裁
判
所
は
一
九
八
四
年
五
月
a

二
一
日
に
判
決
を
下
し

羽
山
た
。
本
件
は
、
門
戸
市
営
ロ

mw]rtsg仏
gロ
門
田
市
ロ
凶
江
口
W
対
オ
ラ
ン

ダ
事
件
と
被
告
閣
が
同
じ
で
あ
り
、
口
頭
弁
論
手
続
が
同
時
に
行
わ

沼
山

れ
、
判
決
も
同
一
の
日
に
山
山
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

類
似
の
事
案
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ラ
ン
ダ
寧
に
徴
集
さ
れ
た
一
二
名

の
本
件
申
立
人
(
話
回
円
四

2
∞
E
U印
w
N
E号
3
a
p
E
m
w害
。
)
は
、
良

心
的
兵
役
担
金
者
と
し
て
の
自
己
の
信
念
に
基
づ
き
、
中
阜
の
命
令
を
同
化

育
し
た
た
め
、
軍
事
刑
法
違
反
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
後
の
手
続

が
条
約
第
五
条
一
二
雨
明
に
違
反
す
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

各
申
玄
人
は
逮
捕
後
、
軍
事
刑
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
軍
傍

聴
官
及
び
約
一
当
士
官
に
よ
り
意
見
を
聴
取
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
官
職

は
条
約
第
五
条
三
項
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
司
法
権
を
行
使
す
る
こ
と
が

法
律
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
官
憲
」
に
あ
た
ら
な
い
た
め
、
向
条

項
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
手
続
的
保
障
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
本

件
に
お
い
て
は
、
逮
捕
後
、

gロ向山岳『
m
Z
U田
は
五
日
後
、

N
S
P芝
品
広

は
一
一
一
日
後
、
自
若
宮
は
二
日
後
に
、
憲
法
裁
判
所
に
送
致
さ
れ
て
い

る
が
、
単
な
る
送
致
そ
れ
自
体
は
、
第
五
条
一
二
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
て

い
る
手
続
的
保
障
を
与
え
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
憲
法
裁
判
所

が
各
申
立
人
か
ら
意
見
を
総
取
し
た
の
は
、

4
富
島
叩
『
∞

E
C由
に
つ
い

て
は
逮
捕
か
ら
一
二
日
後
、

Na骨
当
時
広
に
つ
い
て
は
逮
捕
か
ら
一

一
日
後
、
自
呂
田
話
に
つ
い
て
は
逮
捕
か
ら
一
四
日
後
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
期
間
は
、
軍
隊
の
規
律
維
持
と
い
う
緊
急
性
に
鑑
み
て
も
、
第

五
条
一
二
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
迅
速
さ
」
の
限
度
を
超
え
て
お
り
、

以
上
か
ら
、
同
条
項
の
違
反
が
存
在
す
る
と
い
え
る
(
全
員
一
致
)

C

②
第
五

O
条
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断

一
二
人
の
申
友
人
の
代
理
人
は
、
市
立
人
が
条
約
違
反
の
帰
結
と
し
て

様
々
の
精
神
的
損
害
を
被
っ
た
の
で
金
銭
賠
償
を
翠
ん
で
い
る
が
、
金

銭
賠
償
は
優
先
的
な
問
題
で
は
な
い
の
で
、
賠
償
額
に
つ
い
て
は
人
権

裁
判
所
の
判
断
に
委
ね
る
、
と
の
見
解
を
示
し
て
い
た
c

オ
ラ
ン
ダ
政

府
側
は
、

N
巳
骨
ヨ
申
匡
と
密
告
習
に
関
し
て
は
、
有
罪
判
決
で
確
定

し
た
拘
禁
別
の
刑
期
か
ら
降
拘
束

(ngg身
。
ロ

g
g
g
e
の
期
間

が
差
し
引
か
れ
て
い
る
の
で
金
銭
賠
償
を
与
え
る
必
要
は
な
い
と
の
立

場
を
示
し
た
。
人
権
裁
判
所
は
、
本
案
判
決
と
同
一
の
判
決
に
お
い
て
、

r
p回
mw国
防

t
s
g門同
S
ロ
内
山
四
回
∞
江
口
W
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件
判
決
に

I
M
F
-

お
け
る
第
五

O
条
に
関
す
る
判
示
と
同
様
の
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
各

申
立
入
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
百
ギ
ル
ダ
ー
を
公
正
な
満
足
と
し
て

付
与
す
る
と
し
た
(
全
員
一
致
)

0

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
よ
る
「
公
正
な
満
足
」
と
し
て
の
雪
ぎ
的
判
決
の
付
与
(
一
一
)
(
米
倉
)

九



筑
波
法
政
第
二
一
十
一
号
(
二

0
0

@
考
察
第
五

O
条
判
決
の
文
一
一
首
自
身
か
ら
開
明
ら
か
な
よ
う
に
、
前
の
円
四
巾

十明言

m
p
w
m
t
a
m
E
4
8
r
D
∞
江
口
W
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件
の
公
正
な
満

足
に
関
す
る
判
断
と
同
4

の
判
断
が
下
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
五
条

一
二
項
違
反
の
認
定
に
捺
し
て
、
裁
判
所
に
対
す
る
訴
え
の
提
起
だ
け
で

は
、
同
条
項
に
い
う
と
こ
ろ
の
4

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
と
さ
れ
、
実

際
に
身
柄
を
拘
束
さ
れ
て
い
る
者
へ
の
怠
見
聴
取
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。

5
、
ロ
ロ
宮
四
回
広
島
岡
戸
内
山
口
d
U
同
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件

(
金
銭
賠
償
が
付
与
さ
れ
た
事
例
)

印
私
件
の
概
姿

本
件
も
前
二
つ
の
事
件
と
同
じ
く
、
オ
ラ
ン
ダ
軍
に
徴
集
さ
れ
た
本

件
山
市
立
人

(oaロ
F
A
H
v
d
u
b

が
良
心
的
兵
役
航
否
者
と
し
て
の
自

己
の
信
念
に
慕
づ
き
、
中
阜
の
命
令
を
拒
.
合
し
た
た
め
、
軍
事
刑
法
違
反

の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
後
の
手
続
が
条
約
第
五
条
三
攻
に
違
反
す

る
こ
と
が
認
定
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

本
件
は
特
に
、

4
S
乱
開
吋
盟
己
管
い
包
含
芝
居
』
円

Z
E
E高
官
対
オ

ラ
ン
ダ
事
件
と
類
似
し
て
い
る
。
逮
捕
後
、

u
z
g
yえ
は
五
日
後
、
ロ
ロ
哉

は
三
日
後
に
等
法
裁
判
所
に
送
致
き
れ
て
い
る
が
、
単
な
る
送
致
そ
れ

自
体
は
、
第
五
条
一
二
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
手
続
的
保
障
を
与
え
て
い

掛
-

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
憲
法
裁
判
所
が
各
市
史
人
か
ら
意
見
を
聴
取

)t. 

し
た
の
は
、

U
C
5
vえ
に
つ
い
て
は
途
掛
か
ら
八
日
後
、
ロ
ロ
告
に
つ

い
て
は
逮
捕
か
ら
二
4

日
後
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
期
間
は
、
箪
隊
の

規
律
維
持
と
い
う
緊
急
性
に
鑑
み
て
も
、
第
五
条
一
一
一
項
に
規
定
さ
れ
て

い
る
「
迅
速
さ
」
の
限
度
を
越
え
て
お
り
、
以
上
か
ら
、
同
条
項
の
違

反
が
存
在
す
る
と
い
え
る
(
全
員
一
致
)
。

命
第
五

O
条
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断

市
立
人
の
代
湾
人
は
、
口
頭
弁
論
に
お
い
て
、
申
立
人
の
公
正
な
満

足
に
関
す
る
請
求
は
、
話
口
内
凶

2
2
c位
田

w
N
S
P当
巾
同
門
時
間
口
内
凶
器
釦
宅
市

対
オ
ラ
ン
ダ
事
件
の
当
該
議
求
と
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
か

ら
、
金
銭
賠
償
は
優
先
的
な
問
題
で
は
な
い
の
で
、
賠
償
額
に
つ
い
て

は
人
権
裁
判
所
の
判
断
に
委
ね
る
、
と
し
た
c

オ
ラ
ン
ダ
政
府
側
は
、

市
在
人
が
被
っ
た
い
か
な
る
精
神
的
損
害
も
、
ム
匂
罪
判
決
で
確
定
し
た

拘
禁
刑
の
刑
期
か
ら
再
拘
束
の
期
間
を
悲
し
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
す
で

に
償
わ
れ
て
い
る
の
で
、
金
銭
賠
償
を
与
え
る
必
婆
は
な
い
、
と
し
た
。

人
権
裁
判
所
は
、
本
案
判
決
と
同
一
の
判
決
に
お
い
て
、
こ
こ
で
も
骨

旬。ロ
mw
回
白

t
a
g門田
4
g骨
ロ
∞
江
口
付
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件
判
決
に
お
け

る
第
五

O
条
に
関
す
る
判
示
と
同
様
の
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
各
申
立

人
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
百
ギ
ル
ダ
ー
を
公
正
な
満
足
と
し
て
付
与

九
回
~

す
る
と
し
た
(
全
員
一
致
)
。

@
考
察
以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
つ
の
事
件
(
骨

hcpmw

∞
島
市
仲
卸
出
品
4
田
口
弘

B
国
民
同
時
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件
、
J
H

釦ロ門同

s
g
g
U出u



Nap-冊
目
仏
回
出
向
同
信
者
官
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件
及
、
び
ロ
ロ

H50向
田
口
乱

。dU同
対
オ
ラ
ン
ダ
事
件
)
で
は
、
公
正
な
満
足
に
隠
し
て
同
一
の
判

断
が
下
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
事
件
に
お
い
て
も
、
少
額
な
が
ら
金

銭
賠
償
が
認
め
ら
れ
た
。
議
求
額
の
控
え
め
さ
が
金
銭
賠
償
が
認
め
ら

れ
る
要
因
の
4

っ
と
考
え
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
通

り
で
あ
る
ひ
な
お
、
そ
の
後
の
閣
僚
委
民
会
の
決
議
に
よ
れ
ば
、

d

九

八
二
一
年
一
二
月
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
軍
事
刑
法
及
び
軍
紀
の
適
用
に
関
す
る

規
則
が
様
々
な
点
で
改
正
さ
れ
、
軍
事
刑
法
や
箪
紀
違
反
の
符
疑
で
拘

禁
中
の
箪
隊
構
成
員
の
処
遇
が
改
持
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
法
規
の
改
正

は
、
条
約
違
反
の
認
定
が
も
た
ら
す
効
呆
と
言
え
る
。

6
、

TH宮
豆
対
イ
タ
リ
ア
事
件

(
条
約
違
反
の
認
定
の
み
で
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例
)

①
事
件
の
概
要

イ
タ
リ
ア
国
民
で
あ
る

FZσ
申
込
時
は
、
一
九
じ
六
年
一
月
に
ロ

1
マ

京
第
院
に
よ
り
殺
人
の
か
ど
で
有
罪
判
決
を
下
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

F
g
Z
E
は
、
犯
行
時
に
精
神
錯
乱
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
縄
出
と
し

て
、
ロ
ー
マ
議
罪
控
訴
院
に
控
訴
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
ロ
ー
マ
最
深

控
訴
院
は
、
専
門
家
に
よ
る
精
神
鑑
定
を
わ
っ
た
紡
果
、
偏
執
痕
や
誇

大
山
長
惣
な
ど
の
症
状
が
出
て
い
る
と
の
鍛
定
意
見
が
山
川
さ
れ
、
同
作
訴

院
は
こ
れ
を
認
め
た
た
め
、
ゐ
九
ヒ
九
年
.
一
月
一
六
日
に

H
b宮
司
訟

は
精
神
的
無
能
力
を
理
巾
と
し
て
無
罪
を
一
行
い
波
さ
れ
、
同
時
に
精
神

p

田
γ

病
院
へ
の
二
年
間
の
強
制
入
院
を
命
じ
ら
れ
た
。

F
5
2江
は
強
制
入

院
か
ら
の
解
放
を
求
め
て
、
二
一
つ
の
裁
判
所
に
申
衣
を
提
起
し
た
。
(
一

九
七
九
年
一
一
月
一
九
日
に
ロ

i
マ
般
紙
岡
部
に
、
一
九
八

O
年
八
月
一

六
日
に
ロ

i
マ
重
罪
院
に
、
ま
た
同
じ
日
に
ナ
ポ
リ
監
督
部
に
そ
れ
ぞ

れ
退
院
を
求
め
る
申
立
を
提
起
し
た
っ
)
最
初
の
二
つ
の
手
続
で
は
山
中

史
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ナ
ポ
リ
骸
料
回
部
に
お
け
る
手
続
の
結
果
、

一回)

一
九
八
一
年
六
月
一
託
日
に

F
ロ
ゲ
申
込
貯
は
退
院
で
き
た
。

H
K
Cぴ

0
2肋
は
こ
れ
ら
の
子
続
が
迅
速
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
条

約
第
五
条
問
項
違
反
に
あ
た
る
こ
と
、
及
び
強
制
入
院
措
置
が
第
五
条

一
項
E
違
反
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
て
、
一
九
八

O
年
五
月
、
人
権
委
民

会
に
山
叩
立
を
提
起
し
て
い
た
G

本
件
は
そ
の
後
、
人
権
裁
判
所
に
送
致

さ
れ
、
問
裁
判
所
は
一
九
八
四
年
二
月
二
一
一
一
日
、
次
の
よ
う
な
判
決
を

ド
し
た
。
ま
ず
、
強
制
入
院
に
つ
い
て
は
ト
分
な
医
学
的
根
拠
が
あ
り
、

か
っ
、
線
開
も
-
小
中
1
に
長
く
は
な
い
の
で
、
第
冗
条
一
項

e違
反
は
存

在
し
な
い
(
全
員
ム
致

)
U
F
C
σ
2
t
が
提
起
し
た
-
一
一
つ
の
子
絞
の
う

ち
、
ロ
ー
マ
駈
此
H
'
d
州
に
提
起
し
た
手
続
は
一
九
じ
九
年
一
一
月
一
九
日

か
ら
一
九
八
-
年
五
月
一
品
九
日
ま
で
か
か
っ
て
お
り
(
ロ

i
マ
殴
管
部

が
符
特
権
欠
如
の
決
定
を
下
し
た
後
、

H
L
ロ
ゲ
申
立
時
は
こ
れ
を
不
服
と
し

一
部

て
ロ
!
マ
持
一
政
院
に
数
訴
し
て
い
た
)
、
こ
れ
は
過
度
の
遅
滞
と
凡
な

す
こ
と
が
で
き
、
こ
の
遅
延
の
た
め
に
他
の
裁
判
所
は
手
続
を
「
迅
速

に
」
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
第
五
条
問
項
違
反
が
存
在
す

る
(
全
員
一
致
)

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
に
よ
る
「
公
正
な
満
足
」
と
し
て
の
官
…
一
バ
的
判
決
の
付
与
(

.
)
(
米
八
日

九



筑
波
法
政
第
二
十
一
日
ゲ

。。

@
第
五

O
条
に
関
す
る
裁
判
所
の
判
断

円、ロ

σ
2立
は
、
物
質
的
及
び
精
神
的
獄
中
古
に
対
す
る
賠
償
と
し
て
余
命

千
万
リ
ラ
を
議
求
し
、
ロ
ー
マ
監
管
部
及
び
ロ

i
マ
控
訴
院
に
お
い
て

要
し
た
訴
訟
費
用
と
し
て
(
利
子
は
別
に
し
て
)
百
万
リ
ラ
を
箭
求
し

印
川
た
。
イ
タ
リ
ア
政
府
と
人
権
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
表
明
し
て

お
り
、
人
権
裁
判
所
は
こ
の
問
題
が
決
定
の
段
階
に
あ
る
と
考
え
て
、

条
約
違
反
を
認
定
し
た
判
決
と
同
渦
の
判
決
の
中
で
、
次
の
よ
う
な
判

断
を
下
し
た
。
第
五
条
一
項
違
反
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
向
山
川

の
剥
奪
か
ら
生
じ
た
綴
失
は
考
慮
さ
れ
え
な
い
。
第
五
条
問
項
違
反
に

つ
い
て
は
、
当
該
違
反
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
伊
忌
虫
色
が
よ
り
早
期
に

解
放
さ
れ
て
い
た
と
い
う
誕
拠
は
な
い
の
し
た
が
っ
て
、
因
果
関
係
の

欠
如
を
理
由
と
し
て
、
金
銭
的
損
失
に
関
す
る
い
か
な
る
議
求
も
却
ド

{
回
、

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
、

H
L
g
ぴ
常
広
が
手
続
の
遅
延
の
た
め
に
精
神
的
損
害
を
幾
分

被
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
予
続
の
遅
延
は
、

F
gぴ
ミ
氏
自
身
が
同
時
に
一
一
一
つ
の
裁
判
所
に
申
立
を
提
起
し
た
こ
と
、

及
び
a

九
八

O
年
八
月
a

二
一
日
か
ら
翌
年
三
月
一
七
日
ま
で
彼
自
身
、
か

逃
亡
中
だ
っ
た
た
め
手
続
が
中
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因

す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
、
手
続
の
遅
延
は
、
相
当
程
度
、
彼
自
身

一
冊
ず

の
行
動
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
五
条
四
項
違
反
の
認

定
そ
の
も
の
が
、
第
五

O
条
の
目
的
上
、
精
神
的
損
害
に
対
し
て
公
正

な
満
足
を
構
成
す
る
。

7
いけ
U
叫
J

J
，
ノ
円

νト

訴
訟
費
用
に
関
し
て
は
、
問
問
題
と
な
っ
た
手
続
に
要
し
た
費
川
の
日

的
の
点
で
も
、
金
額
の
合
理
性
の
点
で
も
、
本
裁
判
所
の
光
州
内
か
ら
発

生
し
て
い
る
諸
要
件
を
満
た
し
て
い
る
の
で
、
適
切
と
考
え
ら
れ
る
利

山田

子
を
付
し
て
、
百
万
リ
ラ
を
公
正
な
満
込
と
し
て
付
与
す
る
。

③
考
察
本
件
に
お
い
て
は
、
第
五
条
問
項
違
反
と
認
定
さ
れ
た
裁
判
手
続
の

遅
延
を
も
た
ら
し
た
版
闘
の
A

つ
が
、
中
史
人

FM身
の
行
動
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
を
、
人
権
裁
判
所
は
第
五

O
条
に
関
す
る
判
断
を
ド
す
際
に

考
慮
に
入
れ
た
c

し
た
が
っ
て
、
本
件
は
、
市
中
立
人
の
貨
に
帰
す
べ
き

事
柄
の
存
在
が
あ
る
と
、
途
反
の
認
定
の
み
で
、
結
神
的
損
害
に
対
す

る
十
分
な
賠
償
と
見
な
さ
れ
る
、
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
た
事
例
と

い
え
る
。

以
下
、
続
く
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